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Abstract：The purpose of this research was to develop a pattern of utilizing external human 
resources in a lesson using a remote system. In this research, it was possible to organize three points 
of view for utilizing external human resources: (1) characteristics of external human resources, 
(2) roles of external human resources, and (3) forms of utilizing external human resources. The 
characteristics included regionality, specialty, and similarity. The roles included explanation, 
evaluation, support, problem raising, and participation. Regarding the forms, they included individual 
activities and group activities, and discussions throughout. In addition, in this study, we used the 
case of “Yamanashi”, a class in the Japanese language course of an elementary school, 1) utilizing the 
expertise of a university teacher in Japanese language education, 2) the role of evaluating the results 
of discussions and reading aloud by children, 3) the final class Introduced an example of utilizing 
external human resources in the discussion scene in. The future task is to utilize these patterns in 
actual lessons and verify their effectiveness.
Keywords：Remote System, Elementary School, Japanese Class, External Human Resources

Ⅰ．はじめに

　学校教育においては，遠隔システムを利用した教育
活動への注目が益々高まりつつある。遠隔教育とは，

「遠隔システムを活用した同時双方向型で行う教育
（遠隔教育の推進に向けたタスクフォース, 2018）」で
ある。中央教育審議会初等中等教育分科会（2019）に
おいても，遠隔教育によって時間や距離などの制約を
取り払うことはもちろん，学びの幅の広がりや多様な
考えに触れる機会の充実，様々な状況の子どもたちの
学習機会の確保など，多くの利点が生まれることが指
摘されている。
　遠隔教育が注目される背景には，コロナ禍におけ
る学習保障に関わる議論（文部科学省，2020a）と，
Society5.0時代の到来を踏まえたGIGAスクール構想

（文部科学省，2019a）に関わる議論の２点が挙げられ

る。文部科学省（2020b）においては，これらの議論
を集約させる形で，ポストコロナ段階における新たな
学びとして対面指導と遠隔教育のハイブリッド化の重
要性を指摘しており，これまで以上に遠隔教育を推進
していくことの重要性を強調している。
　こうした遠隔システムを利用した授業実践は，従来
から数多くの学校で行われてきた。例えば，藤木ほ
か（2007）は，離島の児童生徒同士をテレビ会議シス
テムでつなぎ，遠隔での共同学習を実施している。奥
林ほか（2016）は，日本の中高生が海外の学生と対
面で交流する前に遠隔交流を行うことで，対面交流
の緊張感を和らげることを確認した。また，寺嶋ほか

（2008）は，へき地や離島地区における教師のICT活
用に対する意識調査をしており，教材提示や表現上の
道具として利用する際に，へき地・離島地区の教員は
都市部の教員に比べてICTの活用場面が多いことを立



証している。これらの研究のように，遠隔システムを
利用した授業実践は，へき地や離島を中心に，時間や
距離的な制約を解消するための手段として従来から活
発に活用されており，その実践的な知見が数多く蓄積
されつつある。
　では遠隔教育は，時間的・距離的な制約の大きいへ
き地・離島のためのものなのであろうか。文部科学
省（2019b）による「新時代の学びを支える先端技術
活用推進方針」では，遠隔・オンライン教育は新時代
の学びを支える重要なツールであることを明言してお
り，その活用方法として，海外の学校との交流や，多
様な経験を有する社会人の講義，社会教育施設のバー
チャル見学など，その可能性は多岐にわたることを提
案している。遠隔教育は，へき地・離島のためのもの
ではなく，すべての学校が力を入れて取り組むべき重
要課題なのである。
　しかしながら，遠隔教育に関わるこれまでの実践研
究は，各校の実態に応じた具体的な授業内容の報告が
中心を占めているため，新たに遠隔授業を構想しよう
とする教員にとって，構想段階での情報が不十分であ
ることが課題として挙げられる。こうした課題を克服
するためにも，遠隔教育で外部人材を活用する視点を
明確にし，それらをパターン化することによって，遠
隔授業で誰を呼ぶか，どのような役割を与えるのか，
どのような場面で活用するか等が明確になり，教員に
よる遠隔授業の構想が容易になると考えている。
　以上を踏まえた本研究の目的は，遠隔授業において
外部人材を活用するための視点を明らかにし，授業に
おける外部人材の活用パターンを開発し提案すること
である。本研究ではまず，遠隔授業を構想する際の３
つの視点について解説し，外部人材の活用パターンに
ついて提案する。次に，開発したパターンの一例とし
て，小学校第６学年の国語科授業「やまなし」を題材
とした遠隔授業について報告する。最後に，本研究の
まとめと今後の課題について述べる。

Ⅱ．外部人材の活用パターン

　表１は，外部人材を活用する上での３つの視点であ
る。遠隔授業で外部人材をどのように活用すべきかに
ついて，３つの視点をもとにフローチャート形式で示
した。こうしたフローチャートを参照しながら授業構
想を検討することで，有効に外部人材を活用すること
が可能となる。
　最初に，１つ目の視点である「特色」について解説
する。これは，どのような特色を持つ外部人材を授業
で活用するかという視点である。外部人材が持つ特色
を正確に把握し，それを授業の中で最大限に発揮す
ることによって，授業目標に到達することができる。

「特色」には，表２のような「地域性」「専門性」「類
似性（年齢，学習者）」という３種類が含まれている。
　１種類目は，「地域性」である。これは，外部人材
が住んでいる場所や，働いている場所に関係するもの
である。例えば，山間部の学校にとって沿岸部に住む
外部人材からの情報が有益になるなど，山間部や都市
部に関わるものが含まれる。その他にも，海外に住む
人材との交流も，地域性という特色を生かしたもので
ある。
　２種類目は，「専門性」である。これは，外部人材
が持つ専門性に関係するものである。大学教員といっ
た教育に関わる専門性はもちろんのこと，漁業や農
業，林業といった第一次産業に関わる専門性，鉱業や
建設業，製造業といった第二次産業に関わる専門性，
インフラや運輸，通信，販売，金融，保険等業といっ
たその他の第３次産業に関わる専門性などを指してい
る。
　３種類目は，「類似性（年齢，学習者）」である。な
お，本研究では類似性において学習者に視点をあて
た。これは，外部人材との年齢的な類似性や，外部人
材の持つ「学習者」という立場的な類似性に着目した
ものである。例えば，小学校の授業であれば，同年齢
の小学生を外部人材として活用することで，児童の意
欲を喚起したり，学びを充実させたりすることができ
る。また，中学校の授業に高校生を外部人材として活

表１　外部人材を活用する上での３つの視点
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用することで，同じ「学習者」という立場が近い存在
として，高校生が中学生を支援しやすくなる可能性が
ある。
　遠隔授業を構想する際には，以上のような３種類の
特色のうち，どの特色を授業で生かすべきか検討する
ことが重要である。なお，例えば地元の漁師であれ
ば，地域の海という「地域性」と，漁業という職業的
な「専門性」の両者を兼ね備えている場合もある。外
部人材の特色が複数にまたがる可能性も考慮しなが
ら，検討していくことも必要である。
　次に，２つ目の視点である「役割」について解説す
る。これは，外部人材をどのような役割で活用するか
を検討するという視点である。「役割」には，表３の
ように，「説明」「評価」「支援」「問題提起」「参加」
の５種類が含まれている。
　１種類目は，学習者に情報を提供する役割としての

「説明」である。例えば，体育科や音楽科といった実
技に関わる授業では，専門家から本物の技を披露して
もらうことが考えられる。また，最先端の研究に従事
する人から，その成果を説明してもらう活動も想定さ
れる。外国語科では，海外に住む人々から情報を提供
してもらうことで，異文化を学ぶことも可能になる。
　２種類目は，学習者の活動や成果物を評価する「評
価」である。この役割の例として，学級での話し合い
の結果に対して外部人材から評価をしてもらったり，

学習者が音読を披露して，それに対する評価をもらっ
たりする活動が想定される。
　３種類目は，児童の実態に合わせて，班や個別学習
を中心に展開される学習活動を支援するような「支
援」である。例えば，国語科で個別の音読練習の際，
音読の苦手な児童に遠隔システムを通して専門的な支
援を行ったり，算数で個別学習のアシスタントをした
り，班の話し合いのファシリテーターをしたりすると
いった活用が想定される。
　４種類目は，単元の導入場面で授業内容に関わる問
題提起を行い，単元の終末場面で再度登場し，学習の
成果について確認するといった「問題提起」の役割で
ある。例えば，農業や林業，漁業といった第一次産業
の分野に関わる人材から，後継者不足という問題につ
いて単元の最初に提起してもらい，学習者はそれに対
する解決策や提案を考え，単元の最後にその成果を聞
いてもらうといった活用方法が考えられる。
　５種類目は，児童生徒と同じ役割で学習活動に参加
する「参加」である。例えば，国語の話し合い活動に
おいて，児童の考えが固定化されている場面で反論し
たり，同学年の同単元での学習成果を他校の児童と交
流したりするといった活動が想定される。
　最後に，３つ目の視点である「形態」について解説
する。これは，遠隔システムを通して外部人材を活用

表２　３種類の特色
表３　５種類の役割
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する際，どのような活動形態を採用するかについて検
討することである。活動形態については，表４に示し
たように，「全員での活動」「班での活動」「個人での
活動」の３種類が含まれている。
　１種類目は，全員での活動である。遠隔システムを
利用した授業における典型的なパターンであり，外部
人材と学習者全員が一斉に交流する形態である。その
例としては，外部講師が学習者全体に対して説明を
行ったり，実技に関わる専門的な技術を全員に対して
披露したりするといった活動が想定される。
　２種類目は，班での活動である。ここでは，各班に
１台ずつ端末を用意し，班ごとに異なる外部人材を活
用するといった方法が考えられる。班での意見交流の
際，外部人材を参加させることによって議論の活性
化を図ったり，班での話し合いのファシリテーターを
外部人材に任せたりするといった学習活動が想定され
る。

　３種類目は，個人での活動である。これは，１人
１台の端末を利用して，例えば音読や計算の個別練
習を支援したり，各個人の実態に応じた情報を提供
したりするといった活動が想定される。
　ここまでに述べた３つの視点は，相互に深く関わ
り合っており，単独の視点のみ授業を構想すること
は不可能である。例えば，専門性という特色を生か
した情報の提供を考えるのであれば，形態は全体活
動が中心になる場合が多い。また，学習者を支援す
る役割であれば，形態は班や個人の場合が多くなる。
これらのように，児童の実態を考慮しながら学習目
標に到達することを念頭に入れ，３つの視点につい
て検討していくことが重要になる。

Ⅲ．小学校国語科における遠隔授業の事例

　ここでは，上記で述べた３つの視点を活用した授
業の一例として，小学校第６学年国語科「やまなし」
の授業事例について報告する。

１．対象と実施時期

　対象は，兵庫県内の公立小学校の第６学年の12名
であった。実施時期は，2019年10月23日から11月25
日までの全10時間であった。

２．題材と本授業の目的

　本授業では，光村図書６年生『やまなし』を題材
として扱った。授業の目標は，作品に描かれた世界
を表現や構成からとらえ，自分の考えを持つことで
あった。授業の終盤には，「宮沢賢治は，なぜ『やま
なし』という題名を付けたのか」という課題に対し

表４　３種類の形態

表５　遠隔授業で利用した視点
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て自分の考えを持ち，外部人材と交流する時間を設け
た。

３．活用した視点

　本実践では，国語科教育の大学教員と，大学生とい
う２種類の外部人材を活用した。それぞれの人材を活
用する視点は異なっていた。表５は，本実践で活用し
た視点である。
　最初に，大学教員の活用について説明する。宮沢賢
治の作品に造詣の深い国語科教育を専門とする大学教
員を外部人材として選定し，「専門性」という特色を
授業で生かすことにした。役割については，「評価」
を設定し，児童の考えを大学教員が評価する場面を設
けた。形態については，「全員での活動」を採用し，
単元終末の全員での話し合いの中で，大学教員の評価
を児童全員に聞かせた。
　次に，大学生の活用について解説する。大学生につ
いては，「類似性（学習者）」という特色を生かした。
大学生は，小学生と同じ「学習者」という立場であ
り，そうした立場の近い存在である外部人材を活用す
ることで，児童が緊張することなく率直な意見を発言
できる環境づくりを狙った。役割については，「参加」
という役割を設定した。班ごとの話し合いにおいて，
同じ参加者として意見を伝えたり，児童の考えに対し
て質問をしたりする役割を担った。形態については，

「班での活動」を選択した。班ごとの話し合いをする
ことで，全員での話し合いに比べて児童や大学生の発
言機会が増えると考えたからである。

図１　遠隔システムを利用した授業の様子

４．授業概要

　第１時～第７時については，宮沢賢治の持つ独特の
世界観の読み取りを中心に，物語作品の読解を行っ
た。第８時では，本単元の中心的な課題である「なぜ
宮沢賢治はやまなしという題名にしたのか」について

学級全員で話し合った。
　第９時では，図１のように遠隔システムを利用して
大学教員や大学生と教室をつなぎ，以下のような活動
を行った。まず，児童や大学生，大学教員がお互いの
自己紹介を行った。次に，児童らは班に分かれて話し
合いを行った。そこでは，各班の話し合いに大学生が
参加し，「なぜ宮沢賢治は題名を『やまなし』にした
のだろう」という課題について話し合った。その後，
全体の話し合いで児童が自分の考えを発表し，大学教
員から評価をもらった。
　第10時では，第９時の学習を踏まえて単元のまとめ
を行った。

５．児童と大学生による考えの交流

　班活動における児童と大学生の交流の様子について
報告する。児童は，題名が『やまなし』とつけられた
理由について，「宮沢賢治は自分を犠牲にしてでも他
人を幸せにしたいという考えを持っており，やまな
しも自分を犠牲にしてカニの親子を幸せにしたから。」
という趣旨の発表をした。これに対して大学生は，

「自分を犠牲にするという宮沢賢治の考えは，どこか
ら読み取ったのか」という質問を行い，考えの根拠を
求めた。これに対して児童は，「『イーハトーヴの夢』
という解説文の中に，賢治は病気になっても人々のた
めに農業を教えたという箇所があったから」と根拠を
発言した。大学生はその意見に納得しつつも，「この
作品のやさしい擬音語から，犠牲だけではなく，自然
の循環に目をむけてほしいと思う。」といった発言を
した。
　以上のように，班での話し合いに大学生が入ること
で，質問を通して児童の考えの根拠がより明確になっ
たり，大学生の意見を通してより考えが広まったりす
る場面が確認された。

６．児童と外部講師の発言のやりとり

　表６は，児童と外部講師の発言記録の一部を抜粋し
たものである。抜粋した場面は，児童と大学生による
班での話し合いの後に，「なぜ宮沢賢治は題名を『や
まなし』にしたのか」についての話し合いの成果を全
員で交流する場面であった。
　まず児童１と児童２が，自分たちの考えを発表して
いる。そこでは，宮沢賢治の考え方を踏まえると，５
月に川の中へ飛び込んできたカワセミではなく，12月
に川の中へ落ちてきたやまなしの方が題名としてふさ
わしいことを述べている。
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　その後，大学教員が児童たちの考えに対して評価を
行った。そこでは，児童たちの学びは内容を理解す
る「読む」ことではなく，作品の主題にせまるような

「読み解く」ことができているという称賛をした。加
えて，児童全員に対し，題名は『やまなし』ではなく

「生きる」や「命の循環」ではいけないのかという高
次の問いかけを行った。大学教員のこうした問いかけ
によって，児童たちはさらに思考を続け，児童３や児
童４と大学教員とのやり取りが続いた。
　最後に，子どもたちへの評価のまとめとして，これ
までに読み解いた力と体験・経験とを総動員して作品
と向き合っていることを称賛した。さらに，題名の中
に作者の思いが込められている作品を見つけ，その意
味を考える活動を続けてほしいという今後につながる
メッセージを発信した。
　以上のように外部講師が児童の成果物を評価した
り，さらに内容を深めるための問いかけをしたりする
ことによって，学習内容をより深めることができた。

Ⅳ．まとめ

　本研究の目的は，遠隔システムを利用した授業にお
ける外部人材を活用するための視点を明らかにし，授
業における外部人材の活用パターンを開発し提案する
ことであった。
　本研究ではまず，遠隔授業を構想する際の３つの視
点について解説した。３つの視点とは，外部講師の持
つ特色，外部講師の役割，遠隔授業の形態であった。
これらの視点は，それぞれが相互に深く関わり合って
おり，児童の実態を考慮しながら３つの視点について
検討していくことが重要になることを提案できた。
　次に，本研究では，開発した遠隔授業パターンの一
例として，小学校第６学年の国語科授業「やまなし」
を題材とした遠隔授業について報告した。授業の中で
は，遠隔システムの利用を通して外部講師と学習者が
学習内容について交流し，外部講師が児童の学習を評
価することはもちろん，さらなる問いかけによって，
学習が深まろうとする場面を確認することができた。
　今後の課題について述べる。本研究の目的は，遠隔
システムにおける外部講師の活用パターンの開発であ
り，それらの有効性については未検証である。今後
は，本研究で提案した活用パターンに基づいて遠隔授
業を構想し，その実施を通して授業目標に到達する上
での有効性について検討することである。
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